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受けておきたい 特定健診・がん検診

問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

６月から年に一度の健診が始まります。加入している保険に関係なく20 歳以上
の女性、40 歳以上の男性のいる世帯に健診の申込書を郵送しています。健診

は自覚症状がなく進行する「生活習慣病」や「がん」を早期に発見する最大のチャ
ンスです。自分のために、家族のために、ぜひ受診することをおすすめします。

●自分のため、家族のため、年 1回の健診で 1年間の安心を

●検査項目　特定健診、肝炎ウイルス検診、肺がん、　
　胃がん、大腸がん、前立腺がん、ABC検査、ピロリ
　菌抗体検査
※ABC検査とは…胃が萎縮していたり、ピロリ菌に感染
したりしていると、胃の病気にかかりやすいとされてい
ます。この検査は胃の萎縮度を測る検査とピロリ菌抗体
検査を併せて行うもので、血液検査で知ることができま
す。ただし、町の助成や免除制度はありません。
●とき／受付８時30分～11時（希望日を選択）
▶６月３日月、４日火、12日水、13日木、22日土、23日日
▶８月25日日（会場＝添田町役場）
▶10月５日土、６日日、７日月、19日土、29日火　

診健合総
会場＝町体育館／役場（8月25日のみ）

んが人婦 診検

●検査項目　子宮がん（昨年受診した人は対象外）
　乳がん（マンモグラフィ検査、超音波検査）
　▷20歳～39歳＝超音波検査
　▷40歳代＝マンモグラフィ検査＋超音波検査
　▷50歳以上＝マンモグラフィ検査
●とき／受付８時30分～11時（希望日を選択）
▶６月３日月、４日火、12日水、13日木、22日土、23日日
▶８月25日日（会場＝添田町役場）　
▶10月５日土、６日日、７日月、19日土
※ 10月は13時～15時も受け付けます。
※午前中は特定健診、がん検診なども一緒に受診でき
ます。

※各種がん検診と肝炎ウイルス検診は加入保険に関係なく受診で
　きます。
※肝炎ウイルス検診は過去に受診した人、肝炎治療中の人は対象
　外です。
※各種がん検診と肝炎ウイルス検診は、町民税非課税世帯と生活
　保護受給者、70歳以上の人は無料です。

検査項目 対象者 金額

総
合
健
診

特定健診

40歳～74歳の国保加入者 500円

後期高齢者医療加入者 500円

40歳以上の生活保護受給者 無料

肝炎ウイルス検診 40歳以上 600円

肺がん検診 40歳以上 200円
胃がん検査
（バリウム検査） 40歳以上 900円

喀
かくたん

痰検査 肺がん検診を受診し
問診等で該当する人 700円

大腸がん検診 40歳以上 500円

前立腺がん検診 50歳以上 700円
ABC検査

（ペプシノゲン＋ピロリ菌） 40歳以上 3,000円
（町の助成なし）

ピロリ菌抗体検査 40歳以上 2,000円
（町の助成なし）

婦
人
が
ん
検
診

乳がん検診

20歳～39歳の女性 800円

40歳～49歳の女性 1,500円

50歳以上の女性 1,000円

子宮がん検診 20歳以上の女性 700円

会場＝町体育館／役場（8月25日のみ）

険保会社 扶被 者養等
●とき／受付８時30分～11時（希望日を選択）
▶６月３日月、４日火、12日水、13日木、22日土、23日日
▶８月25日日（会場＝添田町役場）
▶10月５日土、６日日、７日月、19日土、29日火
●対象者　町内在住の40歳～74歳で、４月以降に被用
　者保険（社会保険等）から特定健診受診券が届いた人
●自己負担額　送付された書類（特定健診受診券）で確
　認してください
●申し込み方法　特定健診を希望する人は保険証と特
　定健診受診券を準備して健康対策係（☎ 88-8111）
　へ連絡してください。なお、受診券は事業所から送
　付されます

●対象者　郵送でお知らせします
※お知らせが届いた場合でもすでに接種したことがある
人は対象となりません。
※満60歳～65歳未満の人で、予防接種法で定められてい
る人（心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能に障害を有する人）も接種の対象です。
●期限　令和２年3月31日　●自己負担額　3,000円

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

今年度も実施することになりました
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５　広報そえだ（令和元年５月号） 広報そえだ（令和元年５月号）４

行 政区長は、町長に属する事務の一部を補助
するために、町長が地域と行政をつなぐ行

政区の代表として委嘱し、町広報紙や行政連絡文
書などの配布、各種調査および報告、町施策の統
括など、安心で安全な住みよいまちづくりの推進
役を担っています。また、新役員が決定し、今回
退任した次の行政区長と組長の皆さんが永年勤続
で表彰されました。（敬称略）
◉行政区長会役員
▶会長＝谷政利（桜橋）▶副会長＝畠田学（町四）、
福嶋繁明（英彦山） 、木下芳博（真木）▶会計＝藤
川利幸（下中元寺）▶監査＝馬場和弘（下津野）、森
山和孝（野田）
◉功労者表彰【行政区長】
▷松﨑和彦（上津野・６年）▷白石光（旧三崎・８
年）▷高嶋哲也（添田東・６年）▷斎藤公志（添田
中・12年）
◉功労者表彰【行政組長】
▷手嶋強（英彦山・３年）▷井手信昌（添田西・３年）
▷中村秀一（庄西・５年）▷柳瀬一徳（峰地北・３年）

新 し い 行 政 区 長

行政区 氏名 行政区 氏名

上 津 野 新 谷 義 文 峰地団地 鬼 丸 秀 雄

中 津 野 木 戸 則 夫 町 一 宮 田 昭 秋

下 津 野 馬 場 和 弘 町 二 廣 澤 健 太

英 彦 山 福 嶋 繁 明 町 三 千々和 良市

上落合一 三 好 定 義 町 四 畠 田　 学

上落合二 井 上 安 男 伊 原 重 松 孝 士

下 落 合 角 崎 計 介 豊 川 安 方 泰 広

桝 田 白 石 英 雄 庄 東 松 本 勝 馬

一 ノ 宮 諌 山 文 雄 庄 中 宮 平 信 之

旧 三 崎 未 定 庄 上 林 萌

上中元寺 伊 藤 芳 彦 庄 西 秀 島 一 生

下中元寺 藤 川 利 幸 峰 地 北 竹 田 善 浩

野 田 森 山 和 孝 桜 橋 谷　 政 利

添 田 東 林　 晋 一 新 城 花 菱 賢 二

添 田 中 中 園 博 文 岩 瀬 加 來　 勉

添 田 西 田 中 信 行 真 木 木 下 芳 博

峰 地 折 口 和 廣 真木団地 山 本 文 隆

地域と行政をつなぐ新しい行政区長が決定しました

※旧三崎については、決定次第お知らせします。

↑安心で安全、住みよいまちづくりの推進を担う新しい行政区長の皆さん。任期は、令和３年３月31日までの２年間です
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民生委員・児童委員の
活動にご理解をお願いします

７　広報そえだ（令和元年５月号） 広報そえだ（令和元年５月号）　６

◆民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、各市町村に置かれるボラ
ンティアで、住民の皆さんの相談に応じ、必要な支
援を行う最も身近な相談相手です。また、子どもの
見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相
談・支援を行う児童委員も兼ねています。
◆活動内容
　民生委員・児童委員は、医療や介護の悩み、妊娠
や子育ての不安、生活上の心配ごとなど、さまざま
な相談に応じています。さらに、関係機関へのつな
ぎ役となったり、高齢者や障がいのある人の見守り
や援助などを行ったりもしています。

　５月12日は民生委員・児童委員の日です

　全国民生委員
児童委員連合会
では、５月12日を
「民生委員・児童
委員の日」、５月
12日から18日ま
でを「活動強化
週間」と定め、ＰＲ活動を展開していきます。民生委
員・児童委員の活動へのご理解とご協力をお願いし
ます。

◉岩瀬地区の民生委員・児童委員が変わりました
　岩瀬地区の民生委員・児童委員として活動されて
いた赤間徳夫さんに代わり、４月１日付で、筒丸昌
夫さんが新たに委嘱されました。心配ごとや困って
いることがあれば気軽に相談してください。

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
　 （☎ 82-1232）

　後期高齢者医療広域連合では、被保険者を対象に
健康診査と歯科健診を実施します。

【健康診査】
　生活習慣病の予防や早期発見・早期
治療を目的として健康診査を実施して
います。被保険者に、６月上旬に受診
票とお知らせを送付します。ただし、
生活習慣病（糖尿病、高血圧症、脂質
異常症など）の治療を受けている人な
どは対象となりません。
▶受診期限　令和２年３月31日火　
▶自己負担金　500円
▶受診の方法　健康診査の実施医療機関で個別予約
　して受診

【歯科健診】
　今年度から口腔機能低下や肺炎などの疾病予防の
ため、歯科健診を実施します。対象者には、５月下
旬に受診券や質問票などを送付します。

▶対象者　今年度76歳になる（昭和18年４月１日～
　昭和19年３月31日生まれ）県内の被保険者
▶受診期間　６月１日土～12月31日火
▶受診方法　歯科検診の実施医療機関で予約して受
　診
▶持参品　受診券、質問票、被保険者証
▶受診料　300円
▶その他　令和２年度までは、77歳以上の希望する
　被保険者も受診できます

問 福岡県後期高齢者医療広域連合
　 お問い合わせセンター（☎ 092―651―3111）

第54回英彦山山開き

、

税金は豊かで安心に暮らすために必要です

口座振替日は毎月25日です

　今年度の町税や国民健康保険税などの納期と納期
限は下表のとおりです。次の時期に納税通知書を発
送しますので、納め忘れのないようにお願いします。
▶５月＝固定資産税、軽自動車税　▶６月＝町県民税
▶７月＝国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

税等の期限内納付をお願いします

　暮らしにとても身近な税金
は、公平に負担するよう日本
国憲法でも定められており、
納税は国民の義務です。
　税金の種類は大きな分け方として「国税」と「地
方税」の 2種類あり、また「直接税」と「間接税」に
分類されます。さらに、決められた目的にのみ活
用される「目的税」もあります。税金で道路など
生活を便利にしたり、学校をつくったりしていま
す。また、消防や警察など安心して暮らすために
も使われています。税金は、わたしたちが豊かで
安全に暮らすための会費のようなものです。

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）

納付は口座振替が便利です

今年度の納付期限の確認を

▶とき　　５月 26日日　11時～
▶ところ　英彦山山頂・英彦山神宮奉幣殿
　25日土19時からは、福岡県立英彦山青年の家で前夜祭が行われ
ます。申し込み不要で、どなたでも参加できます。
問 役場まちづくり課観光振興係（☎ 82-1236）

　 お問い合わせセンター（☎ 092―651―3111）

殿
が行われ

　夏山シーズンの始まり
を告げる「英彦山山開き」
を開催します。皆さんも
新緑の国史跡・英彦山を
満喫しませんか。

大 災害や緊急
事態発生時

に備え、全国瞬時
警報システム（Ｊ
アラート）を使用
した自動放送訓練
が全国一斉に実施
されます。町でも町内に設置している防災無線
のスピーカーから下記の内容が放送されますの
で、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
今回行うのは放送訓練です。特に皆さんが行動
する必要はありません。
◉全国瞬時警報システム（Ｊアラート）放送訓練

▷とき５月15日水 11時頃
① 開始チャイム

②「これはテストです」

③「こちらは防災添田町です」

④ 終了チャイム
※全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは、
他国などからの弾道ミサイル情報や緊急地震速
報など、対処に時間的余裕のない事態に関する
情報を、人工衛星を用いて国（内閣官房・気象
庁から消防庁を経由）から送信し、町の防災無線
のスピーカーを自動起動することで、国から住
民の皆さんへ緊急情報を瞬時に伝達するシステ
ムです。
問 役場防災管理課防災安全係（☎ 82-4002）

全国瞬時放送システム放送訓練

５月15日水にＪアラートの
放送訓練をします

検診は忘れずに受診しましょう

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

↑些細なことでも私たちに相談してください

納期限

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康

保

険

税

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

５月 ５／31金 １期
全期 全期

６月 ７／１月 １期
全期

７月 ７／31水 ２期 １期 １期

８月 ９／２月 ２期 ２期 ２期

９月 ９／30月 ３期 ３期 ３期

10月 10／31木 ３期 ４期 ４期

11月 12／２月 ４期 ５期 ５期

12月 １／６月 ４期 ６期 ６期

１月 １／31金 ７期 ７期

２月 ３／２月 ８期 ８期

３月 ３／31火 ９期

　　26日日は両会場で記念手ぬぐいの配布あり

皆さんの身近な相談相手 今年度76歳になる人が対象です
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まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　　My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

↓暖かい絶好のウォーキング日和。地元特産品や津野小PTAなどによる物産販売も好評でした

2019油木ダム桜ウォーキング大会

桜舞い散る中を歩きました

↑焼きシイタケの香りが広がる会場

　晴天に恵まれた４月７日、津野地区で2019

油木ダム桜ウォーキング大会が行われました。

参加者約 500 人が、15キロと６キロのコース

に分かれてスタート。津野の雄大な自然の中

を歩きました。津野小では物産販売も行われ、

参加者には弁当とシシ汁、焼きしいたけが振

る舞われました。参

加者の本田サカエさ

ん（町三）は「きつか

ったけれど、風が吹

くたび桜が舞い、き

れいでした」と笑顔

で話していました。

復興祈願モニュメントお披露目式

生まれ変わった桜、復興願う ↓高さ約50㎝、２体の作品は５月１日から13日まで国立新美術館（東京都）の国展に出品されます

　平成29年の九州北部豪雨の影響で倒木した

吉木のヤマザクラで作られたモニュメントの

お披露目式が３月23日、道の駅歓遊舎ひこさ

んで行われました。町は倒木した桜を復興の

シンボルにしようと九州大大学院芸術工学研

究院の知足美加子推教授にモニュメント制作

を依頼。クラウドファンディングで寄付を募

った結果、約 234 万円の支援を受けました。

式では５万円以上の寄附者に寺西町長が感謝

状を贈呈。寄付者らが合図に合わせて除幕す

ると英彦山山伏の修行窟
くつ

の守り神の一つ花開

童子と、朝倉の流木で作られた英彦山上宮付

近を守る福太郎童子の２体が披露されました。

久良知美帆さん（添田町出身）

フェンシングで五輪を目指す↓「夢の東京五輪出場を決めて、添田町に凱旋してください」とエールを送った寺西町長

　フェンシングで東京五輪を目指す添田町出

身の久良地美帆さんが４月７日、寺西町長を

訪問しました。久良知さんは添田中学校を卒

業後、東亜学園高校（東京都）で本格的に競技

を始め、その後法政大学に進学。現在は城北信

用金庫（東京都）に勤務しながら、練習を重ね

ています。中学生の頃、北京五輪で銀メダルを

獲得した太田雄貴さん（現日本フェンシング

協会会長）の勇姿をテレビで見て、自分もその

舞台に立ちたいと猛練習を積んできた久良知

さん。「ふる里の声援を励みに東京五輪出場を

決めて、添田町に笑顔を届けたい」と力強く語

る久良知さんへ、皆さん応援をお願いします。

　農業の担い手
確保や育成を図
る目的で開講し
ている添田町就
農実践塾で 3月
25日、白石誠さ
ん（桝田）の卒業
式が行われまし
た。白石さんは
３年間、露地野
菜を中心に研修し、すでに、さとおや農家と中元寺みら
い農業株式会社を立ち上げ、季節の野菜をインターネッ
トで販売するなど若手農業者として活動を始めています。

添田町就農実践塾卒業式

会社立ち上げ、雇用を生む農業を

↑若手農業者として新たな一歩を踏み出しました

　添田中学校の
入学式が４月10
日に行われまし
た。真新しい制
服に身を包んだ
新入生67人は、
中学生らしいき
りっとした表情
で入学式に出席、
在校生や保護者
の見守る中、名前を呼ばれると「はい」と返事をし起立。
新入生を代表し、林千紘さんが誓いの言葉を述べ、大き
な希望と期待を胸に学生生活の一歩を踏み出しました。

添田中学校入学式

真新しい制服で中学校生活の第一歩

↑新入生を代表し、誓いの言葉を述べる林さん

添田町めんべい工場春まつり

お得な商品を求めて賑わう春まつり

↑人気のめんべいアイスクリームも販売されました

　３月31日、福
太郎のめんべい
添田町工場売店
で、春まつりが
行われました。
まつりでは、福
袋やめんべいア
イスクリーム、
めんべいお徳用
われせんなどの
商品やようかん、野菜といった町内の特産品が販売。ま
た、抽選会などの催しが行われたり、ひたひこウォーキ
ングのコースにもなったりと多くの人で賑わいました。

第10回中元寺菜の花まつり

春の中元寺で10回目の楽しい催し

↑「こっちに投げて」大きな歓声が上がった餅まき

　中元寺地区観
音寺公民館前の
営農組合農機具
倉庫で３月30日、
中元寺の自然を
愛する会（宮金
美樹会長）によ
る「中元寺菜の
花まつり」が行
われました。10
回目を迎えたイベントではたから保育園の園児たちが合
唱やお遊戯を披露したり、餅まきやビンゴゲームなどが
行われたりと自然豊かな中元寺の春を満喫していました。

　町内の各小学
校で４月11日に
入学式が行われ
ました。今年度
の新入生は津野
小１人、添田小
42人、中元寺小
６人、落合小６
人、真木小５人。
津野小では上級
生や先生、保護者、地域の皆さんに見守られて、新入生
の宮内辰季くんが６年生と手をつないで入場。「ぼくは宮
内辰季です」と大きな声でを自己紹介をしていました。

各小学校で入学式

町内で60人の新１年生が小学校入学

↑今日からピカピカの１年生。入学おめでとう

福太郎めんべい必勝祈願

新メンバーも加入し、勝利を目指す

↑５月から公式戦も始まり、創部４年目のスタート

　添田町を拠点
に活動する女子
ソフトボールチ
ームの福太郎め
んべいの監督や
選手、関係者が
４月７日に英彦
山神宮を訪れ、
必勝祈願を行い
ました。今年も
新メンバーが加入し、部員30人となった福太郎めんべい。
５月からいよいよ公式戦が始まり、昨年に引き続き、全
国大会出場を目指す福太郎めんべいを応援お願いします。
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５月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

松嶋 一
いぶき

颯ちゃん 
５月13日生 ❸・峰地

みんなのおかげで毎日楽しく過
ごせてるよ！いつもありがとう
　これからもよろしくね(^ー^)

かわいいえがおが大すき♥そう
たより。かわいいおしりが大す
き♥あおたより。３人ずっと仲
良くね♥パパママより。

満倉 陽
はるた

大ちゃん 
５月４日生❶ ・添田東

文
芸
歳
時
記

街
路
樹
は
風
に
曝
さ
れ
哀
れ
な
る

　
　
　
　

姿
と
な
り
て
空
を
透
か
せ
る　

木
村　

寛
子

【
俳
句　

投
稿
】

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
白
黄
色
咲
き
誇
る　
　

寺
本　

紀
子

夢
の
せ
て
願
い
を
の
せ
る
花
筏

い
か
だ　

　
　
　

本
川
ミ
ツ
子

豆
打
て
ば
猫
の
駈
け
よ
る
今
宵
か
な　
　

島
津
余
史
衣

庭
の
も
の
少
し
添
へ
た
る
七
日
粥　
　
　

柴
田　

一
世

春
一
番
集
団
下
校
列
乱
る　
　
　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

節
分
草
肩
を
寄
せ
合
ふ
峡
の
風　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

童
の
背
伸
び
し
て
を
り
福
寿
草　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

炭や
ま坑

絶
え
て
「
竿
ど
り
」
さ
え
も
い
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　

炭た
ん
こ
う坑

の
事
誰
が
伝
え
る　

濵
田
イ
サ
オ

蛙
鳴
く
夜
の
底
か
ら
絶
え
だ
え
に

　
　

帰
ら
ぬ
も
の
を
呼
ぶ
か
の
よ
う
に　

独
活
山
強
実

懸
命
に
小
物
作
り
て
道
の
駅

　

老
い
て
打
ち
止
め
悔
い
無
き
こ
の
手　

櫻
木
マ
サ
子

し
と
ど
な
る
雨
に
し
あ
ら
ば
木
も
芽
ぶ
き

　
　
　

花
も
咲
く
ら
ん
寂
れ
し
吾
庭
も　

仲
摩　

直
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

老
い
て
な
お
大
志
を
抱
け
葱
坊
主　
　
　

諌
山　

静
香

沼
の
面も

に
落
ち
て
な
お
咲
く
椿
か
な　
　

鈴
鹿　

雅
子

春
の
雨
ふ
る
さ
と
遠
く
絹
の
糸　
　
　
　

安
永　

藻
香

針
一
本
雲
が
く
れ
せ
し
春
寒
し　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

花
待
た
ず
急
ぎ
逝
く
師
の
影
惜
し
む　
　

武
田　

晴
子

サ
ク
ラ
ゆ
え
回
天
と
い
う
影
も
あ
る　
　

池　
　

三
太

が
ん
ば
り
の
あ
と
は
遊
べ
よ
母
子
草　
　

西　
　

加
子

わ
ら
び
摘
む
野
に
一
枚
の
風
と
な
り　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

和
毛
飛
び
筋
の
み
と
な
り
し
枯
尾
花

　
　
　
　

媼
お
う
な

首
振
る
ご
と
く
穂
を
振
る　

大
塚　

富
江

い
た
だ
き
の
津
久
見
み
か
ん
は
甘
味
良
く

　
　
　
　

酸
味
大
き
さ
も
良
く
四
十
個　

五
十
嵐
田
鶴

ゆ
っ
く
り
と
読
ん
で
と
分
厚
き
一
冊
は

　
　
　

孫
の
み
や
げ
の
「
日
本
国
紀
」を　

平
井　

朝
子

深
刻
に
話
せ
る
友
に
ち
い
ち
ゃ
ん
と

　
　
　

言
ひ
て
二
人
で
笑
ひ
あ
ふ
な
り　

福
富　

廣
枝

朝
倉
の
道
の
駅
に
は
ど
っ
さ
り
と

　
　
　
　

オ
レ
ン
ジ
色
の
旬
の
柿
の
実　

荒
巻
ミ
サ
子

◉
６
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

５
月
15
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

６月生まれは、５月15日水
までに投稿ください！

E メメ ルは①お子さんさんの写 ②お②お子さ子さんのんの氏名氏名 ③③名前名前

３歳までのお子さん
募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）

「健康・友愛・奉仕」の理念で活動
老人クラブ連合会の役員が決定

添 田町老人クラブ連合会は昭和39年、高齢
者の仲間づくりのために添田長生会とし

て、18地区、約700人の会員で発足しました。
健康・友愛・奉仕を理念に地域に根ざした活動
を積極的に行い、多くの皆さんが参加して、介
護予防にも通じています。
　春と秋のスポーツ大会や交通安全パレードへ
の参加、高齢者の見守り活動、老人ホームへの
慰問、清掃活動など奉仕を通じて、高齢者の楽
しみや生きがい、交流の機会にもなっています。
　活動を支えてきた会員の努力で、各地区の老
人クラブは20地区、会員数 920人となり、今年
創立55周年を迎える添田町老人クラブ連合会。
４月５日には、添田町老人クラブ連合会の総会
が開催され新役員が決定しましたので、各地区
老人クラブの会長とあわせてお知らせします。
◉役員（敬称略）
▶会長＝船瀬弘（下中元寺）　▶副会長＝高木美
好（下落合）、手嶋武（上庄） 、伊川加代（町二）　
▶事務局長＝廣澤健太（町二）　▶会計＝日向偕
就（真木）　▶監事＝宮田昭秋（町一）、羽田進
（伊原）

各地区の老人クラブ会長

地　区 氏　名 地　区 氏　名

英 彦 山 手 嶋　 健 町 四 江 島 克 之

上 落 合 山之内　明 伊 原 羽 田　 進

下 落 合 高 木 美 好 庄 一 村 上 正 彦

桝 田 渡 邉 保 雄 上 庄 手 嶋　 武

野 田 中村大五郎 真 木 日 向 偕 就

添 田 東 髙瀬知惠子 真木団地 松 岡 俊 孝

添 田 中 宇 野 博 保 上中元寺 岡 本 智 博

町 一 宮 田 昭 秋 下中元寺 船 瀬　 弘

町 二 伊 川 加 代 上 津 野 松 﨑 和 彦

町 三 木 森 龍 夫 下 津 野 𠩤 田 憲 之

↑４月５日、総会が行われ添田町老人クラブ連合会役員となった皆さん

大塚先生をしのび奏でる音楽
花のつどいコンサート

音楽で地域を盛り上げよう
MARO‘音楽講座inオークホール

ありがとうございました

　長年、コーラ
スの指導などに
あたられ３月に
亡くなられた大
塚玲子さんをし
のび、ゆかりの
ある皆さんによ
る花のつどいコ
ンサートが３月
23日、オークホールで行われました。県内外から約
250人が参加し、ステージ上で素敵なハーモニーを
奏でたコンサート。収益は、豪雨災害からの復興に
役立ててほしいと町へ寄付していただきました。

↑寺西町長に寄付を手渡す実行委員の皆さん

　３月20日、オ
ークホールでＮ
ＨＫ交響楽団第
一コンサートマ
スターの篠崎史
紀さんによる音
楽講座と演奏会
が行われました。
音楽で地域の活
力を取り戻そうと活動する地域音楽活性化の会が企
画しました。今回、平成29年の九州北部豪雨で被災
し、日田彦山線が不通となっている添田町を盛り上
げようと収益を町に寄付していただきました。

↑地域音楽活性化の会代表の永野恵美さん㊨

寄付



す
。
今
後
と
も
子
育
て
支
援
施
策
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・ 

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

①
5
月
15
日
水　

10
時
〜

　

12
時
／
５
月
14
日
火
ま
で
に
要
申

　

込　

②
５
月
22
日
水　

受
付
13
時

　

30
分
〜
14
時
30
分
／
申
込
不
要

▼
と
こ
ろ　

①
添
田
人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

②
ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

破は
さ
い砕
（
重
機
・
機
械
操
作
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
〜
17
時

▼
給
与　

時
給
960
円
〜
（
３
か
月
の

　

試
用
期
間
は
時
給
910
円
）

▼
応
募
資
格　

添
田
町
在
住
の
18
歳

　

〜
50
歳
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

　

有
す
る
人
（
車
で
通
勤
で
き
る
人
）

▼
受
付
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時（
電

　

話
に
て
随
時
受
付
、
後
日
面
接
）

問 

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添
田
工
場

　

 

（
☎
41
―
７
０
０
５
）

▼
業
務
内
容　

道
路
敷
地
お
よ
び
町

　

有
地
の
草
刈
り
・
土
砂
撤
去
作
業 

　

な
ど

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
在
住
し
て

▼
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
権
利
設
定

　

11
月
〜

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興
係  

　
 

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　
 

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
農
業
振
興

　

 
推
進
機
構

　

 

（
☎
092
―
716
―
８
３
５
５
）

　

 

福
岡
県
水
田
農
業
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
４
７
３
）

　

九
州
バ
ー
ク
運
輸
が
社
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
勤
務
地　

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添

　

田
工
場

▼
募
集
人
数　

男
性
２
人

▼
勤
務
内
容　

木
材
の
選
別
、
切せ
っ
さ
く削
、

▼
抽
選
日　

５
月
31
日
金

▼
と
こ
ろ　

役
場
１
階
特
１
会
議
室

▼
募
集
団
地　

添
田
町
町
営
住
宅
10

　

戸
程
度

▼
申
込
期
間　

５
月
13
日
月
〜
24
日

　

金
17
時
15
分

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団

法
人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機
構
）
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を
通
じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま

せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
出
し
手
か
ら
、
規

模
拡
大
な
ど
を
行
い
た
い
受
け
手（
担

い
手
）
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

を
進
め
る
た
め
の
中
間
的
受
け
皿
と

な
る
組
織
で
す
。

　

公
的
機
関
で
す
の
で
、
農
地
の
出

し
手
は
確
実
に
賃
料
が
振
り
込
ま
れ

る
な
ど
、
安
心
し
て
貸
し
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
受
け
手
は
、

契
約
や
地
代
の
支
払
い
を
一
本
化
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
出
し
手
の
募
集　

随
時

▼
農
地
受
け
手
の
募
集
期
限　

５
月

　

31
日
金

Informationくらしに役立つ情報満載

　

い
る
人
②
草
刈
り
機
使
用
に
よ
る

　

草
刈
り
経
験
が
あ
る
人
③
草
刈
り

　

機
を
所
有
し
て
い
る
人
④
要
普
通

　

自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
限
定
不
可
）

▼
募
集
人
数　

２
人
程
度

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
16
時
30

　

分
（
月
10
日
程
度
勤
務
）

▼
報
酬　

日
当
９
千
340
円

▼
雇
用
期
間　

６
月
〜
９
月
末

▼
申
込
期
限　

５
月
17
日
金

▼
必
要
書
類　

履
歴
書
、健
康
診
断
書

問 

役
場
道
路
整
備
課
用
地
維
持
係

　

 

（
☎
88
―
８
７
７
７
）

　

福
岡
県
で
は
、
県
の
施
策
・
制
度

に
つ
い
て
、
意
見
や
提
案
を
す
る
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

　
（
６
回
程
度
）、県
政
へ
の
提
案（
意

　

見
が
あ
れ
ば
随
時
）

▼
応
募
資
格　

平
成
31
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

　

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

　

き
る
人

▼
謝
礼　

活
動
状
況
に
応
じ
て
Ｑ
Ｕ

　

Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈

▼
募
集
期
限　

5
日
31
日
金

問 

福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課
広
聴
係

　
（
☎
092
―
643
―
３
１
０
３
）

　

飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
で
は
、

ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し

た
就
業
支
援

や
養
育
費
相

談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜 

９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

の
９
時
〜
16
時
も
受
け
付
け
）

▼
内
容　

▽
就
業
支
援
＝
来
所
相
談
・

　

出
張
相
談　

▽
養
育
費
相
談
＝
電

　

話
相
談　

▽
無
料
弁
護
士
相
談
＝

　

養
育
費
相
談
な
ど
の
結
果
弁
護
士

　

に
よ
る
助
言
が
必
要
と
判
断
さ
れ

　

た
場
合
、
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン

　

を
配
布

※
そ
の
他
、
受
講
料
無
料
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

▼
と
き　

５
月
15
日
水
13
時
〜
16
時
、

　

６
月
15
日
土　

10
時
〜
13
時

▼
相
談
番
号　

☎
092
―
724
―
２
６
４
４

※
相
談
無
料
、
匿
名
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
９
３
１
）

　

添
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、

「
添
田
町
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
本
年
度
中
に
策
定

す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
結
果
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

▼
と
き　

６
月
８
日
土
10
時
〜
16
時

　
（
受
付
15
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

セ
ン
タ
ー
２
階
展
示
ホ
ー
ル
（
飯

　

塚
市
）

▼
内
容　

不
動
産
、
金
融
・
金
銭
ト

　

ラ
ブ
ル
、
相
続
・
遺
言
、
特
許
・

　

商
標
・
著
作
権
、
事
業
継
承
、
セ

　

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
な
ど

▼
相
談
料　

無
料
／
１
人
30
分

問 

司
法
書
士
会

　

 

（
☎
092
―
714
―
３
７
２
１
）

募
集

▼
対
象　

添
田
町

　

在
住
の
対
象
児

　

の
保
護
者
、
町
内
の
施
設
利
用
者

▼
と
き　

基
礎
コ
ー
ス
＝
５
月
30
日

　

木　

13
時
〜
15
時
、
応
用
コ
ー
ス

　

＝
７
月
11
日
木　

13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
定
員　

10
人
／
託
児
あ
り

▼
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆

　

記
用
具
、
飲
み
物
な
ど
必
要
な
物

※
お
ん
ぶ
ひ
も
や
授
乳
ケ
ー
プ
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

草
刈
作
業
雇
員
募
集

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
募
集

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
相
談
を

養
育
費
・
ひ
と
り
親
110
番

相
談
・
子
育
て

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
会

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
正
社
員
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

　はじめまして！　４月から観光事業推進員と
して着任しました、静岡市出身の多田八恵美で
す。２月に着任した髙山隊員と一緒に、添田町
の観光資源を活かし、観光客を呼び込むだけで
はなく、そこでお金を生み地域で回していける
仕組みづくりを行うため、観光商品の企画開発
などを行います。今まで海外と関わることを行
ってきました。放浪したり、中米ベリーズでは
ツアーガイドの経験をしたりしました。
　添田町に来て感じることは「豊かさ」です。素
晴らしいものがとてもあふれてい
ます。国内のみならず、この良さ
を海外にまで発信できるよう頑張
ります。そして添田町のさらなる
発展に貢献できたらと思います。
よろしくお願いします。

添田町の魅力を、県外・世界へ
５人目の隊員が着任しました

添田町地域おこし協力隊

添田町地域おこし協力隊
フェイスブックページ
https://www.facebook.
com/soedamatitiikiokosi/

私たちの活動を公開しています

外 世界へ外 世界

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑩

平
成
31
年
度 

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

教育のひろば
■エアコンの設置工事を行っています
　町では各学校に扇風機を設置して暑さ対策を
行っていましたが、昨年の夏は全国的に猛
暑となり、児童の健康を脅かすような深刻
な状況でした。今年も同様のこと
が予想され、早急に対策を講じる
必要があると考え、今年の 2月に
臨時議会で空調設備設置に関
する補正予算の提案を行い
可決されました。設置工事
は 6月末までに全学校完了
する予定です。工事は授業
に支障のないよう配慮します。
■運動会日程
　５月19日日　添田中学校体育会
　５月26日日　添田小学校運動会
■修学旅行
　５月９日木から10日金は、１泊２日で小学校
４校（津野小・中元寺小・落合小・真木小）の６
年生が合同で修学旅行に行ってきます。佐賀県
の吉野ケ里遺跡や長崎県の原爆資料館、ハウス
テンボスなどで平和学習や体験学習を行います。

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
つ
い
て

離
乳
食
教
室

田多 恵八
　ただ　　　　　　やえみ

美



●人　口　9,809 人（ー22人）

●男　性　4,621 人（ー18人）

●女　性　5,188 人（－４人）

●世帯数　4,711世帯（＋４世帯）

●出生　３ 人

●死亡　18 人

●転入　49 人

●転出　56 人

人の動き ３月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　５月７日火、５月21日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　５月８日水（13時～）、５月10日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　５月14日火、６月11日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　５月14日火（10時～）、23日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　５月８日水、６月５日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　３月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　３月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（ー２）
１（＋１）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
０
１
１
０

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

13（ー１）
０（±０）
３（ー２）

今年の累計
44
0
11

  車上ねらい
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▽
田
代
律
子
（
田
川
市
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
田
代

　

律
子
（
田
川
市
）

　
　
　
（
平
成
31
年
４
月
14
日
現
在
）

　
（
故
）長
尾
強（
町
三
）

▼
一
般
寄
附　

▽
村
上
正
彦（
庄
中
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
高
橋
浩
月（
町
四
）▽
坂

　

本
奏
子（
峰
地
）
▽
伊
藤
麗
子（
添

　

田
中
）
▽
三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）

　

よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

　

と
を
目
的
に
、
撤
去
工
事
の
費
用

　

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

※
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
防
災
管
理
課
防
災
安
全
係

　

 

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

▼
と
き　

５
月
27
日
月
・
28
日
火

問 

そ
え
だ
ジ
ョ
イ（
☎
82
―
５
６
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
下
田
貢
（
上
中
元

　

寺
）
▽（
故
）松
村
フ
ユ
子（
野
田
）▽

　

木
戸
大
蔵（
添
田
東
）▽（
故
）吉
田
金

　

市（
峰
地
）▽（
故
）東
秀
親（
町
三
）▽

　

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問 

㈱
白
黒
．
tv
内
英
彦
山
参
道
駆
け

　

 

上
が
り
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

 

事
務
局
長  

川
畑
さ
ん

 　
（
☎
090
―
４
５
１
９
―
６
５
４
１
）

　

伊
能
忠
敬
も
歩
い
た
新
緑
の
英
彦

山
参
詣
道
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
19
日
日
10
時
〜
15
時

　
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所　

し
ゃ
く
な
げ
荘

▼
コ
ー
ス　

雲
母
坂
↓
唐
ヶ
谷
↓
銅

　

鳥
居
↓
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿

▼
参
加
費　

３
千
円
／
昼
食
・
保
険

　

料
・
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
運
賃
込
み

▼
定
員　

25
人

▼
申
込
期
限　

５
月
13
日
月

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　

手
作
り
楽
器
の
鳴
り
も
の
あ
そ
び
、

身
体
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。

何
も
な
く
て
も
仲
間
が
い
る
と
、
そ

こ
か
ら
あ
そ
び
が
生
ま
れ
ま
す
。
笑

い
が
、
歌
が
、
踊
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の「
あ
そ
び
」の

空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
21
日
火
19
時
（
18
時

　

45
分
開
場
）

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

６
月
５
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
大
学
病
院
（
福
岡

　

市
）

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職

▼
定
員　

10
人
／
受
講
料
千
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

▼
と
き　

８
月
15
日
木
／
県
立
福
岡

　

武
道
館
（
福
岡
市
）

▼
参
加
資
格　

先
の
大
戦
に
お
け
る

　

福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一

　

般
戦
災
死
没
者
の
遺
族
で
福
岡
県

　

に
在
住
の
人
（
三
親
等
以
内
優
先
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限  

６
月
３
日
月

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

▼
と
き　

８
月
14
日
水
〜
15
日
木
／

　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

▼
参
加
資
格　

①
先
の
大
戦
に
お
け

▼
と
き　

８
月
11
日
日
祝

　

開
会
10
時
10
分（
受
付
９
時
〜
10
時
）

▼
コ
ー
ス　

銅
鳥
居
か
ら
英
彦
山
神

　

宮
奉
幣
殿（
約
800
ｍ
、高
低
差
160
ｍ
）

▼
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
で
、
自

　

力
で
完
走
で
き
る
健
康
な
人

▼
定
員　

500
人
／
雨
天
決
行

▼
参
加
料　

▽
中
学
生
・
高
校
生
＝

　

２
千
500
円　

▽
一
般
＝
５
千
円

　

 

（ 

損
害
保
険
料
、
送
料
、
代
引
き

　

手
数
料
を
含
む
）

※
当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
進
呈
。

▼
参
加
方
法

　

イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
で

　
「
英
彦
山
ネ

　

ッ
ト
」を
検

　

索
し
、
申　

　

し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

　

６
月
か
ら
随
時
、
郵
便
局
の
代
引

　

き
で
大
会
参
加
券
を
発
送
し
ま
す

※
電
話
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
銀
行

振
込
で
支
払
希
望
の
場
合
も
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

６
月
15
日
土
（
定
員

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
研
修
室

▼
料
金　

千
円
（
当
日
券
の
み
／
３

　

歳
以
下
無
料
）

問 

劇
団
風
の
子
九
州

　

 

（
☎
092
―
841
―
７
８
８
９
）

▼
と
き　

６
月
18
日
火
、
27
日
木
、

　

７
月
2
日
火
、
９
日
火　

10
時
〜

　

15
時

※
７
月
２
日
の
病
院
実
習
は
病
院
ご

と
に
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

　

岡
市
）

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職

▼
定
員　

40
人
／
受
講
料
無
料

▼
応
募
締
切　

６
月
４
日
火

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

ン
ス
ス
ト
ア
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
５
月
に
送
付
す
る
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

 　

自
動
車
税
係

　

 （
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
２
２
）

　

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
員
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
、
２
０
１
９
年
６
月

１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に

基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
中
小

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お

よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
統
計
作

成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調

査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
業
振

　

 

興
係
（
☎
82
―
５
９
６
２
）

【
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
補
助
事
業
】

▼
内
容　

土
砂
災
害
か
ら
町
民
の
生

　

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
危
険
住

　

宅
の
移
転
に
要
す
る
経
費
の
一
部

　

を
補
助
し
ま
す

【
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業
】

▼
内
容　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
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る
戦
没
者
、
一
般
戦
災
死
没
者
お

　

よ
び
原
爆
死
没
者
の
遺
族
で
福
岡

　

県
に
在
住
の
人
（
三
親
等
以
内
優

　

先
）
②
過
去
参
加
し
た
こ
と
が
な

　

い
人
③
行
程
に
耐
え
ら
れ
る
体
力

　

が
あ
り
団
体
行
動
が
と
れ
る
人

▼
参
加
費　

旅
費
の
一
部
補
助
あ
り

▼
申
込
期
限  

６
月
３
日
月

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

　

 

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

今
年
度
の
添
田
町
成
人
式
の
日
程

が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
と
き　

令
和
２

　

年
１
月
12
日
日

　

13
時
30
分
開
式

　
（
受
付
13
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー

　

ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

平
成
11
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人

問 

役
場
総
務
課
総
務
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す
。
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

Informationくらしに役立つ情報満載

添
田
町
成
人
式

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

病
院
等
に
就
職
し
た
い
方
の
た
め

の
再
就
職
支
援
研
修
（
上
半
期
）

再
就
職
の
た
め
の
看
護
技
術
セ
ミ

ナ
ー
（
採
血
・
注
射
編
）

お
知
ら
せ

納期限のお知らせ
●５月31日金が納期限です
　▷軽自動車税
　▷固定資産税（１期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
金
で
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

戦
没
者
追
悼
式

行
政
相
談
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た

小
田
宣
和
さ
ん

　総務大臣から４月１日付けで小田宣和
さん（伊原）が行政相談委員に委嘱され
ました。行政相談委員は、身近な相談窓
口として、行政サービスや手続きに関す
る相談を受け付け、相談者への助言や関
係行政機関への通知などの仕事をボラン
ティアで行います。毎月第３火曜日10時
から15時までそえだジョイで行政相談を
実施していますので、ご利用ください。
任期は令和３年３月31日までです。
問 小田宣和さん（☎ 82-2062）

↑行政相談委員の小田宣和さん

イ
ベ
ン
ト

第
４
回
英
彦
山
参
道

駆
け
上
が
り
大
会
参
加
者
募
集

添
田
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
主
催

英
彦
山
参
詣
古
道
ツ
ア
ー

危
険
住
宅
の
移
転
と
ブ
ロ
ッ

ク
塀
撤
去
が
補
助
さ
れ
ま
す

防災講座
▶と　き　６月８日土 13時30分～15時30分
▶ところ　オークホール研修室
▶講　師　ママのための防災会議INいとしま代表
　　　　　佐藤倫子氏
▶定　員　40人／託児要申込300円（生後３か月以上）
問 教育委員会社会教育課男女共同参画推進係
　 （☎82-5800）

～災害から子どもを守る
家族を守る
今からできること～

そ
え
だ
ジ
ョ
イ
休
館

 先月号P８の町の話題の故・梅原和雄さんの叙勲は旭日単光章の誤りでした。
 おわびして訂正します 【誤】瑞宝単光章　【正】旭日単光章

劇
団
風
の
子
九
州
「
み
ん
な
の

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
」



令
和
元
年
５
月
号

そ
え
だ

2019

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

フォトレポート：英彦山神宮神幸祭

　４月13日と14日、1000年以上の歴史を持つ英彦山神宮の神幸祭が行われ、
３基のみこしが勇壮に参道を駆け抜けました。初日は、英彦山神宮奉

ほう

幣
へいでん

殿
から銅

かねのとりい

鳥居付近のお旅所までを目指すお下りが行われ、白い法被で鉢巻き
を締めた男衆が参加。重さ約 400 キロのみこしを担ぎ「わっしょい、わっ
しょい」と威勢のいい掛け声で約 800 メートルある参道の石段を駆け下り
ました。また、お旅所では、地元小学生による稚

ちごまい

児舞や、伝統あるまさか
り舞、獅子舞なども披露され、田川地区の神幸祭の幕開けを飾りました。

5

教
育
は
今
、
大
き
な
変
化
の

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
教

育
環
境
整
備
で
は
香
春
町
や

福
智
町
、
田
川
市
、
川
崎
町

の
小
学
校
、
中
学
校
の
統
廃
合
が
着
手
さ
れ
て
い

ま
す
。
添
田
町
に
お
い
て
も
小
学
校
の
統
合
の
話
し

合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
小
・
中
学

校
教
育
は
環
境
整
備
も
含
め
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ

れ
に
行
政
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
考
え
て
み
ま

し
た
。
▼
前
東
京
大
学
学
長
の
小
宮
山
先
生
が
、
近

代
以
降
に
確
立
さ
れ
て
き
た
「
小
・
中
・
高
・
大
シ

ス
テ
ム
」
は
、
い
わ
ば
産
業
革
命
の
兵
士
を
育
て
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

従
来
型
の
教
育
に
い
く
つ
も
の
ほ
こ
ろ
び
が
出
て
い

る
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
幼
少
期
を
見
れ
ば
、
少
子

化
・
人
口
減
少
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
社

会
の
子
育
て
へ
の
関
与
が
薄
く
な
り
、
就
学
前
の
幼

児
が
社
会
教
育
を
受
け
る
環
境
が
無
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
今
後
は
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
学
校
な
ど
が
そ
の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
少
な
い
こ
と
で
子

ど
も
の
社
会
化
、
切
磋
琢
磨
し
て
向
上
し
て
い
く
社

会
と
し
て
の
環
境
整
備
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
▼
一
定
数
の
子
ど
も
の
数
が
揃
い
、
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
子
ど
も
の
社
会
化
が
で
き
た
と

し
て
も
、
教
育
内
容
と
申
し
ま
す
か
体
制
に
課
題

が
残
り
ま
す
。
社
会
経
験
の
乏
し
い
若
い
教
師
だ

け
で
は
荷
が
重
い
し
、
多
様
な
経
験
を
持
つ
多
様
な

集
団
が
、
児
童
・
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
成
長
す

る
機
関
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
教
育
は

「
誰
か
が
誰
か
を
教
え
る
」
感
じ
が
し
ま
す
が
、「
お

互
い
に
成
長
し
て
い
く
」
よ
う
な
仕
組
み
を
構
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
▼
「
先

生
の
質
が
落
ち
た
」「
最
近
の
先
生
は
だ
め
だ
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
先
生
は
真
面
目
で

優
秀
で
す
。
実
態
を
み
ま
す
と
、
大
学
の
教
員
免

許
を
取
れ
る
過
程
を
経
て
、
22
歳
で
先
生
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
大
学
入
学
前
の
高
校
の
と
き
に
先
生

に
な
る
と
決
め
な
い
と
先
生
に
な
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
先
生
に
な
り
、
そ
こ
で
学
校
に
入
っ
て
、
い
じ
め

問
題
な
ど
を
経
験
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
問
題
に
ど

う
対
処
す
る
の
か
。
自
分
で
解
決
す
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
に
相
談
し
な
い
と
い
け

な
い
は
ず
で
す
。
相
談
す
る
の
は
教
頭
先
生
と
か
校

長
先
生
だ
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
、
教
頭
先
生
も

校
長
先
生
も
教
育
現
場
と
い
う
極
め
て
狭
い
経
験

で
の
対
処
に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
ま
す
。
▼
誤
解

し
な
い
で
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
先
生
が
優
秀
か

優
秀
で
は
な
い
か
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
に
教
員
集
団
と
い
う
仕
組
み
を
作
り
教

育
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
で
す
。
狭
い
な

が
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
違
っ
た
多
様
性
を
持
つ
人
た

ち
の
集
ま
り
、
す
な
わ
ち
教
員
集
団
で
す
。
学
校

の
教
員
が
20
名
か
ら
25
名
と
す
れ
ば
、
こ
の
教
育
の

専
門
家
と
多
様
な
経
験
を
持
っ
た
人
た
ち
５
名
位

で
教
員
集
団
を
作
れ
ば
、
良
い
教
育
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
▼
「
若
い
人
を
雇
い
た
い
」「
雇
う
数
が

減
っ
て
い
る
と
き
に
、
年
寄
り
を
雇
う
金
な
ん
て
な

い
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
経
験
豊
か
で

年
金
を
貰
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
に

高
い
お
金
を
払
う
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
な
教
員
集
団
に
う
っ
て
つ
け
の
い
い

人
が
必
ず
し
も
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
も
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
は
教
育
委
員
会
が
特
別
免
許
状
を
出
せ

ま
す
。文
部
科
学
省
の
通
知
が
行
き
渡
っ
て
お
ら
ず
、

多
く
は
行
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
教
育
委
員

会
が
や
る
気
に
な
れ
ば
で
き
る
の
で
す
。
▼
行
政
的

に
は
教
育
委
員
会
の
所
管
で
す
が
、
個
性
あ
る
多

く
の
子
ど
も
達
が
集
ま
り
社
会
化
し
て
い
く
学
校

現
場
で
、
育
て
る
側
の
環
境
整
備
も
皆
さ
ん
と
共
に

考
え
実
行
で
き
れ
ば
と
、
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

千年の伝統、　　　　 を駆ける　　　 
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